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	成長ホルモン療法の治療効果に及ぼす諸因子の解析並びにアドバース・イベントの調査に関する研究／主任研究　者長谷川奉延（慶應義塾大学医学部小児科学教室）
	重症成人成長ホルモン分泌不全症患者の診断・治療及び追跡調査に関する研究／主任研究者　高野幸路（東京大学医学部腎臓・内分泌内科）
	成長ホルモン及びIGF-Ⅰ測定の標準化に関する研究／主任研究者　島津　章（国立病院機構京都医療センター臨床研究センター）
	ヨード摂取と妊婦及びその出生児の甲状腺機能に関する臨床的研究／主任研究者　布施養善（国立成育医療研究センター研究所）
	低身長児の生活の質評価尺度の開発／主任研究者　花木啓一（鳥取大学医学部保健学科母性･小児家族看護学講座）
	主任研究者 柿沼美紀（日本獣医生命科学大学）
	成長ホルモン分泌刺激物質グレリンの産生・分泌調節、生合成、生理作用に関する研究／赤水尚史　京都大学医学部附属病院探索医療センター
	ターナー症候群のトレーニングキットを用いた家庭での空間認知障害訓練の検討／荒木久美子　秋山成長クリニック
	造血幹細胞移植後長期生存者における成長ホルモン分泌能と非アルコール性脂肪肝炎発症機序の解明／石黒寛之　東海大学医学部専門診療学系小児科学
	骨格筋脂肪変性における成長ホルモンの阻害作用とその作用機構／磯崎　収　東京女子医科大学内分泌疾患総合医療センター内科
	The signal transducer and activator of transcription 5B gene polymorphism contributes to the cholesterol metabolism in Japanese
	糖尿病性神経障害に対するグレリンの基礎的研究と臨床応用／上野浩晶　宮崎大学医学部内科学講座神経呼吸内分泌代謝学分野
	成長ホルモン不足・過剰状態における内臓脂肪量変化の病態的意義の解明／大月道夫　大阪大学大学院医学系研究科内分泌・代謝内科学
	成長ホルモンのラット筋細胞増殖におよぼす効果／置村康彦　神戸女子大学家政学部管理栄養士養成課程
	AMP-activated protein kinaseを介するエネルギー代謝機構の骨の成長における役割に関する研究／小澤　修　岐阜大学大学院医学系研究科薬理病態学分野
	ヒト小人症モデル動物としての矮小変異マウスを用いた小人症原因因子の探索／加納　聖　東京大学大学院農学生命科学研究科応用遺伝学教室
	本邦女子におけるDOHaDの検証に関する研究／久保俊英　岡山医療センター小児科
	オレキシン神経系の破綻が脳でのインスリンとインスリン様増殖因子１（IGF-1）の作用不全を介した摂食と行動に及ぼす影響の解明／笹岡利安　富山大学大学院医学薬学研究部・病態制御薬理学
	GH分泌の可視化による分泌動態の解析と病態生理の解明／高野幸路　東京大学医学部　腎臓・内分泌内科
	心の発達障害モデルマウスを用いた異常シグナル伝達系の解析／内匠　透　広島大学大学院医歯薬学総合研究科
	体質性低身長を含む、低身長小児におけるGH-IGF-1 axisの分子遺伝学的網羅的解析／棚橋祐典　旭川医科大学小児科学講座
	ＰＷＳにおける脂質研究：ＰＷＳにおけるＧＨ療法の脂質に対する影響について／永井敏郎　獨協医科大学越谷病院小児科
	成長ホルモン受容体発現調節へのマイクロRNAの関与の解明／根本崇宏　日本医科大学生理学講座（生体統御学）
	Akt基質、AS47を介したグルコーストランスポーター（GLUT）4の糖輸送機能の新しい活性化機構の解明／伯野史彦　東京大学大学院農学生命科学研究科
	軟骨低形成症における遺伝子変異別の臨床像及び成長ホルモン治療効果の比較検討／長谷川高誠　岡山大学病院小児科
	複合型下垂体ホルモン欠損症におけるSIX6遺伝子変異の頻度および変異SIX6機能解析／長谷川奉延　慶應義塾大学医学部小児科学教室
	転写制御因子δEF1およびSIP1のコンディショナルノックアウトマウスを用いた、下垂体前葉細胞の分化成熟過程と成長ホルモン（GH）遺伝子の発現制御機構に関する研究／東雄二郎　愛知県心身障害者コロニー発達障害研究所周生期学部
	日本人成人のヨウ素摂取量と甲状腺機能との関連について／布施養善　国立成育医療研究センター研究所
	第7染色体母性片親性ダイソミー（upd（7）mat）によるシルバーラッセル症候群発症機序の解明／松原圭子　国立成育医療研究センター研究所分子内分泌研究部
	胎児期のリン代謝調節分子機構と胎盤機能の関与／道上敏美　大阪府立母子保健総合医療センター研究所環境影響部門
	ヒストンメチルトランスフェラーゼＭＬＬノックアウトマウスにおける成長障害の解析／山田正信　群馬大学病態制御内科学
	成長ホルモン腺腫および血清におけるmiRNAの解析／吉本勝彦　徳島大学大学院ヘルスバイオサイエンス研究部分子薬理学分野
	肝移植小児の成長に関する研究／笠原群生　国立成育医療研究センター移植外科
	川崎病罹患後の身体発育が血中レジスチンに及ぼす影響に関する研究／鴨田知博　筑波大学大学院人間総合科学小児科
	難治性抗リン脂質抗体症候群合併不育症患者（iAPS）に対する大量ガンマグロブリン療法の有効性の検討／小澤伸晃　国立成育医療研究センター周産期診療部不育診療科
	発展途上国における新生児の発達予後に関する研究／中村知夫　国立成育医療研究センター周産期診療部新生児科
	ラオスの子どもの成長／前川貴伸　国立成育医療研究センター総合診療部
	The 5th International Congress of the GRS and IGF Society／高橋伸一　郎東京大学大学院農学生命科学研究科
	石川真由美　東邦大学医学部内科学講座（大森）糖尿病代謝内分泌科
	旧ソ連邦の妊婦を対象とした尿中ヨード濃度のスクリーニング、妊娠期間中におけるヨード充足状況の評価／高村　昇　長崎大学医歯薬学総合研究科国際保健医療福祉学研究分野
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